
ソーシャルビレッジ ジュニアでは、おこさま一人ひとりの興味、関心や「やりたい」「たのし
い」を引き出す５領域を含めた総合的な支援を提供いたします。

専門家監修のプログラム教材を活用し、おこさま一人ひとりの特性を踏まえた支援を提供いた
します。

運動・感覚
微細・粗大運動

健康・生活
日常生活支援

認知・行動
個別学習支援

言語・対人
集団療育・個別学習支援

人間性・社会性
SST・レクリエーション

ソーシャルビレッジ ジュニア 療育サービスについて（支援プログラム）



● アート創作活動

● 微細運動

● 粗大運動

● 個別学習

● SST
（ソーシャルスキルトレーニング）

● レクリエーション

ソーシャルビレッジ ジュニア 療育サービスについて
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事業所名 ソーシャルビレッジジュニア 支援プログラム 作成日 2024 年 4 月 1 日

法人（事業所）理念 「みんなにとってちょうどいい、社会にとってちょっといい」

支援方針
アート療育をテーマに多様な価値観と自由な生き方の選択肢を提案し、「子どもを育てる」のではなく、「子どもは育つ」をコンセプトに専門家監修の療育プログラム教材とアート創作活動によ
る療育を提供しています。基本的な集団療育をベースとし、一人ひとりに合わせた個別療育を行い、「楽しい」「行きたい」「やってみたい」といった内発的動機付けを引きだすような支援を目
指しています。

営業時間(平日) 10 時 00 分〜 18 時 00 分

送迎実施の有無 あり なし

営業時間(土、長期休暇) 9 時 00 分〜 17 時 00 分

支　援　内　容

本人
支援

健康・生活
・健康状態の把握、アート創作活動、微細運動、粗大運動
ご家族や学校と健康状態や日常生活の様子について共有し、生活習慣の促進や日常生活を自立して送れるよう、スケジュール管理や移動、遊び、道具を使う、食事・着替え・トイレ等の身辺動作
が向上できるよう支援しています。

運動・感覚
・アート創作活動、微細運動、粗大運動
ちぎり絵やお絵かき、絵の具を使った絵画やねんどなど、「興味関心」に応じてアート創作活動を行っています。「触る」「握る」「支える」などの軽運動、バランスボールやバランスボードな
どを用いた粗大運動を行い、感覚調整や運動能力の向上を図っています。

認知・行動
・個別学習、SST
希望や発達の状況、学習の進捗状況等に合わせて、学習教材を用いて、ひらがな、国語、算数など、苦手（または得意）なことを個別に学習支援しています。
対人関係や社会性、協調性など、課題に応じて必要時にはSSTを集団または個別でワークシート等を用いて行っています。

言語・コミュニ
ケーション

・個別学習、SST
板書や絵カード、指差しなどを用いて適切なコミュニケーションが図れるよう支援しています。読み書きが苦手な場合には状況に合わせた学習教材の提供などでサポートをしています。

人間関係・社会性
・個別学習、SST
集団活動時にはルール沿った行動や他者との関わり方等を通じて社会性の向上を目指しています。個々に課題がある場合には個別にサポートしています。

家族支援

・カウンセリング
日常の療育支援だけでなく、お子さま、保護者さまの希望や目標、悩みご
となどをお聞かせいただき、必要に応じて関係機関との連絡調整を行って
います。

移行支援
・関係機関との連携
日頃の関わりや面談を通して、ご本人やご家族の意向や今後の進路
等を確認し、関係か機関と連携を図りながら支援を行っています。

地域支援・地域連携

・地域資源の活用
就労支援事業所と連携したアート作品、商品の企画開発や防災イベントの
参加を企画しています。また、近隣へ買い物等で外出することで社会との
関わりや日常生活での自立に向けたサポートも行っています。

職員の質の向上

・社内研修
は入社時研修(3日間)、入社後は定期的に実施(年6回)
虐待防止や身体拘束の適正化、感染症対策、個人情報保護等につい
て啓発・普及を行っています。

主な行事等
・外出(お買い物等)
・食事レクリエーション(お菓子作り等)
・季節に応じたイベント(アート鑑賞会、夏祭り、ハロウィン、クリスマス等)　・通年行事(お誕生日会)


